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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 20日 (2007.6.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

た こ と を 特 徴 と す る 創
傷 プ ロ テ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 に 空 気 を 導 入 す る 通 気 孔 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 創 傷
プ ロ テ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 通 気 孔 を 通 気 性 フ ィ ル ム で 塞 い だ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 が 通 気 性 フ ィ ル ム か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ
ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　

た こ と を 特 徴 と す る 創 傷 プ
ロ テ ク タ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明

た こ と を 特 徴 と す る 。

開 放 端 を 有 す る 中 空 頭 部 に 、 前 記 開 放 端 の 周 縁 か ら 延 出 す る 鍔 を 設 け た 略 ハ ッ ト 形 の 本
体 を 備 え 、 前 記 中 空 頭 部 の 開 放 端 が 創 傷 に 重 ね 合 わ せ ら れ 、 前 記 鍔 に 、 前 記 創 傷 の 周 囲 に
粘 着 す る 粘 着 面 が 形 成 さ れ 、 前 記 鍔 が 複 数 に 分 割 す る よ う 切 込 ま れ

中 空 頭 部 を 設

中 空 頭 部

創 傷 を 被 覆 す る 創 傷 プ ロ テ ク タ で あ っ て 、 前 記 創 傷 に 重 ね 合 さ れ 前 記 創 傷 に 間 隙 を 隔 て
る 凹 面 を 有 す る 被 覆 部 と 、 該 被 覆 部 か ら 延 出 し 前 記 創 傷 の 周 囲 に 貼 付 け ら れ る 皮 接 部 と を
一 体 に 接 合 し 、 前 記 被 覆 部 に そ の 内 側 を 開 閉 で き る 蓋 体 を 設 け

に 係 る 創 傷 プ ロ テ ク タ は 、 開 放 端 を 有 す る 中 空 頭 部 に 、 前 記 開 放 端 の 周 縁 か ら 延
出 す る 鍔 を 設 け た 略 ハ ッ ト 形 の 本 体 を 備 え 、 前 記 中 空 頭 部 の 開 放 端 が 創 傷 に 重 ね 合 わ せ ら
れ 、 前 記 鍔 に 、 前 記 創 傷 の 周 囲 に 粘 着 す る 粘 着 面 が 形 成 さ れ 、 前 記 鍔 が 複 数 に 分 割 す る よ
う 切 込 ま れ



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 本 発 明 に 係 る 創 傷 プ ロ テ ク タ は 、 前 記 に 空 気 を 導 入 す る 通 気 孔 け た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 本 発 明 に 係 る 創 傷 プ ロ テ ク タ は 、 前 記 通 気 孔 を 通 気 性 フ ィ ル ム で 塞 い だ こ と を 特
徴 と す る 。 或 い は 、 前 記 が 通 気 性 フ ィ ル ム か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明

た こ
と を 特 徴 と す る 。
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中 空 頭 部 を 設

中 空 頭 部

は 、 創 傷 を 被 覆 す る 創 傷 プ ロ テ ク タ に 係 る も の で あ っ て 、 前 記 創 傷 に 重 ね 合 さ れ
前 記 創 傷 に 間 隙 を 隔 て る 凹 面 を 有 す る 被 覆 部 と 、 該 被 覆 部 か ら 延 出 し 前 記 創 傷 の 周 囲 に 貼
付 け ら れ る 皮 接 部 と を 一 体 に 接 合 し 、 前 記 被 覆 部 に そ の 内 側 を 開 閉 で き る 蓋 体 を 設 け
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